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Abstract：When the Meiji area was opened, the new organization of Japan started to research the 
modern education in western countries. The music and physical education were new subjects. But, the 
both of them are very important to get the modern body for modern global world. It is known that the 
Japanese “shoh-ka” was influenced by the hymns. However, there are less research about that from the 
Christian theological aspect. 
    John Wesley（1703-1791）, founder of the Methodist movement, published his first hymnal, “A 
Collection of Tunes set to Music as they are Commonly Sung at the Foundry”（1742）（“Foundry 
Collection”）and second hymnal “Select Hymns with Tunes Annext（1761）”（“Select Hymns”）for 
parishioners of his church. This paper, h Wesley’s own peculiar views.  In the “Foundry Collection” 
and next “Select Hymns”, how did Wesley present the Methodist faith and musical literacy which had 
eventually been established in those days?  
    In this article, I consider the effect for the theology and the music skill through to education by the 
theology of John Wesley. Also, the faith and the music education that resided in those Collections will 
also be analyzed and discussed.










念を発シ , 心性ヲ和暢ス』というような効用があり , 再
度 , 欧米各国では唱歌を教へない学校はないと , その重
要性を強調している。」（奥中 2011, 52）とする。
Ⅰ．はじめに：キリスト教と音楽教育
ⅰ . 日本の音楽教育とキリスト教 
　近年 , 明治初期の音楽教育の導入にあたって , 新しい
国民国家の創出に「讃美歌」がどのように関わってき
たのか , 研究が進んできている。そこでは大きく 2 つ
の視点がこれまで存在してきた。１つは ,「唱歌」とそ
の源泉となった「讃美歌」との関係 , もう 1 つはキリ
スト教を背景に持つ教育におけるカリキュラム内容と
しての「音楽」や「体育」に託された役割（教育目標）









歌集の名前は ,”A Collection of Tunes set to Music as they 
are commonly sung at the Foundery” といい , ここに集
まる人々が歌うための歌集として成立したからだ。
　先述したように , 回心の後すぐ 1739 年に , ウェス
レーはムーアゲイト Moorgate に打ち捨てられていた
製鉄所 iron foundry を支援者に助けられて購入し , こ
れを修理して教会にした。これが Foundery と呼ばれる ,
最初のメソディストの常設集会所である。場所はロン
ドン北東角のフィンズバリー・スクエアー Finsbury 








壊して以来の , 初の無料保健所としての活動を担い , 無

















　西欧社会においては , 時代が変わり , 施政者が変わっ









である。ジョージアにむけ 10 月４日に出発したものの ,
途中何度もひどい嵐に遭遇したのだ。しかしそのよう





（Young 1995, 34）１ジョンは , 彼らの母国語であるドイ
ツ語で歌われる歌詞の内容がすべてわかるというので
はなかったが , それらの讃美が , 彼らの内なる平安に繋
がっていることを確信したのである２。












いる。そこで ,18 世紀の英国の教会では , このチューン
に様々な歌詞が付けられて ,「今日は ,“AZMON” でこの
歌詞を歌う」といった指示の下 , 皆が歌っていた。そ




味がある , という人もいれば , ないという人もいる。
チューンごとに名前との関連性はちがうのである。
『ファンダリー・コレクション』には , ３つの源泉があ
るといわれている。1 つはドイツコラール , ２つめは英
国国教会の詩編による伝統的アンセム , ３つ目は世俗
曲からの引用である。計 42 種類のチューンがあり , そ
れぞれに歌詞がついている。
　そのうち , ドイツコラールからは 13 曲が確認されて
おり , おそらくフレイリングハウゼンの 1704 年の歌集
より５引用されていると思われる（Westbrook 1974）。
また , アンセムからは Old 81st （Cripplegate Tune p.23）, 
Old 112th （or VATER UNSER p.40）,OLd 113th （p.35）
の３曲が採用されており , その他は , 当時のオペラや
歌謡曲からのもので , 例えばヘンデルのオペラ「リ









の間違いや , 音域の不自然さ , 何より第２版が出版され
ていなかったことがあげられている。改訂されたファン
ダリー・コレクションの代わりに , ウェスレーは 20 年
後にやっと次の「讃美歌選集」を出すのである。
ⅲ .『 讃 美 歌 選 集 』 Select Hyms with Tunes Annext
（1761）概要









は , 第２版が 1738 年に , 第３版が 1742 年に出版され












名 称 は “Collection of Tunes set to Music as they are 





















































for Singing」を添付し , 歌い方について厳しく規定した。
たった７つの指示ではあるものの , その内容はメソディ
ストにとって「賛美の掟」のようなものでもある。





































ニースへの訪問の後 , 以下のようにある「私は 6 時か
ら祈りを始めたが , その歌い方はおそろしくひどいも




　さらにクラークは , 第 2 の指示は , 潜在的に気持ちを
逸らしてしまう可能性のある音楽的装飾を警告するこ






































神の恩寵 grace はすべての人に与えられており , 信徒
は「全き聖化 10」をどこまでも追及していくという事






きるよう , デザインしてある。当時の礼拝や交流では ,
音楽は主に主旋律が演奏されるものだったといわれて







































　第５のポイントは , 第２と対応しているものであり ,
会衆の全員参加であるという原則原理を強化するもの






モニー Harmony によって , 会衆の一致への強い願いを
象徴的に描くことを承認していたと考えられる。つま












































るということであり , ２つめは ,「あなたがサタンの歌





て , 神学的に中心となるメッセージをのせ , 歌うたびに
宣言されるように教えた。世俗曲の讃美歌への流用は ,
ウェスレーの信者たちにとって聖と俗の世界をつなぐ







で , 多くの信者が , ウェスレーや中産階級のメソディス
トのメンバーがよく知っている , 音楽のスタイルに慣
れておらず , 集会でははっきりとした指導が特に重要
であった。これは , 讃美において明らかになる , 階級や
生活格差の問題と言え , 現代の讃美歌においても繰り
返されている議論でもある。
　このように ,「一致する」という原則は , 最初の６つ
の指示の基盤であった。つまり , ウェスレーがねらっ
たのは , 会衆が讃美歌によって彼らの信仰を表明し , 互
いに励ましチャレンジをうけ , さらにまわりと分かち
合っていくことであり , すべての牧者が , 会衆が参加可
能な礼拝を持つことだったのである。ロビン・リーバー
という学者は ,「『会衆』とは , 音楽家や説教者や司式
者などを含む完全な集会を , 真に意味する」と主張する。
しかし ,「すべての信者が聖職者」というのは , 実際に
は音楽家は認められることはあっても ,「すべての信徒」
が認められることはまれであり , 一般的にもそういう







































て 17 世紀後期にどこでもみられた事例であり , ウェス
レーはいわゆる「ライニング・アウト」14 の実践など
も , 断固として否定した。





































対する , ウェスレーのはっきりとした , そして最も包括
的な試み（挑戦）である。それらは　はっきりとした
原則によって規定され , 実践されることを通して , メソ
ディストとしての信仰共同体を再現するものでもあっ











わる , 初期メソジストの重要な讃美 “And Can It Be” と
“Where Shall My Wondering Soul Bigin” と ,“Oh for the 
thousand tongues to sing” の比較をもって , 讃美の会衆
歌化へのプロセスを検討したい。
i. 歌詞の面から
　“And Can It Be” と “Where Shall My Wondering Soul 
Bigin” とは , ウェスレー兄弟の回心にまつわる , 初期メ
ソディストの重要な讃美とされている。古い謎を持っ
理解しなさい。讃美を神様にささげ続けなさい；そう
すれば , あなた方の讃美は , 神様に受け入れられるもの




ある。最後「そうすれば , あなた方の讃美は , 神様に受
け入れられるものとなり , 神様が天から雲に乗ってこ
られるとき , 報いがえられます」は「マタイによる福



















をもっているにちがいない , と断言する。」（Clarke 
















ⅱ . 旋 律 の 面 か ら： チ ュ ー ン《 ア ム ス テ ル ダ ム 
Amsterdam》の変容


























　“And Can It Be” について , ウェスレーは後になって
『ファンダリー・コレクション』に入れたとされている。
また “Where Shall My Wondering Soul Bigin” はそれ
ほど意味を持たないとされることもあるが , メソディ
スト讃美歌集のチューンの研究者であるライトウッド










for the thousand tongues to sing” はチャールズ・ウェ
スレーによって 1739 年に発表され 16, 前年の彼の福音
的回心を記念したものとしてメソディスト運動の象徴
的な存在となってきたものである。1779 年以来 , アメ
リカのメソディストの讃美歌集ではたいていこの曲が
第１番にあたるところに置かれている。
　英語の歌詞を比較してみると , いずれの歌も , 歌詞の
中で「私の～」「私が～」と一人称が非常に多く用いら
れているおり , どこまでも主観的で ,「主」対「私」の






掲載された “And Can It Be” は , 一人称である “I” で終始
していたのに対し , 第２作目の『讃美歌選集』掲載の
“Where Shall My Wondering Soul Bigin” では , 第４節
まで１人称ではあるが , 最後の第５節になると ,「来た
れ , 罪人なる我兄弟たちよ」と呼びかけるものになっ
ている。さらに ,《万の言葉（千の舌）よ , 主をたたえよ！》
では , 冒頭から会衆全体になげかけ , そこから個人的信
仰告白を経て ,14 節以降は神との垂直関係だけでなく ,
会衆同士の水平な関係の中で神を讃える内容となって





教理を学び , 信徒教育を推進していくだけでなく , 讃美
を歌ったり練習したりすることそのものによって音楽
的技能の向上を図ろうと考えていたと考えられるので
ある。そして , 音楽的技能の向上は , 何よりも会衆讃美
の可能性を高める基盤となるものであった。
　さらに ,〈譜例３〉に示すソールズベリー・チューン
Salisbury Tune で彼は , １つの音に１つの音節をいれる
という , 古いスタイルを引き継いだスタイルを保ちな
























































『讃美歌選集』より（Clarke 2009　p. 204 より）










あなた方の讃美は , 神様に受け入れられるものとなり ,
天から雲に乗ってこられるとき , 報いがえられます。」
が , ウェスレーの考える讃美の究極の目的であり , 信仰




とを勧め , 特にミーティング Meeting と呼ばれる組会
では , かならず全員で参加することを奨励している。











対して , 立ったのが B.T. ロバーツ率いる「フリーメソ
ジスト」である。フリーメソジストは発足当初「初代
メソジストの慣例に従う」ということから , 会衆に
よる讃美には「楽器を使用しない」こととし , 音楽 
チューンではなく「詞：讃美」第１主義（心得１, ２, ７）




















































For O my God, it found out me!
４．Long my imprisoned spirit lay,
Fast bound in sin and nature’s night;
Thine eye diffused a quickening ray—
I woke, the dungeon flamed with light;
My chains fell off, my heart was free,
I rose, went forth, and followed Thee.
My chains fell off, my heart was free,
I rose, went forth, and followed Thee.
５．Still the small inward voice I hear,
That whispers all my sins forgiven;
Still the atoning blood is near,
That quenched the wrath of hostile Heaven.
I feel the life His wounds impart;
I feel the Savior in my heart.
I feel the life His wounds impart;
I feel the Savior in my heart.
６．No condemnation now I dread;
Jesus, and all in Him, is mine;
Alive in Him, my living Head,
And clothed in righteousness divine,
Bold I approach th’eternal throne,
And claim the crown, through Christ my own.
Bold I approach th’eternal throne,
And claim the crown, through Christ my own.
“Where shall my wondering soul begin?”
１．Where shall my wondering soul begin?
How shall I all to heaven aspire?
A slave redeemed from death and sin,
A brand plucked from eternal fire,
How shall I equal triumphs raise,
Or sing my great Deliverer’s praise?
２．O how shall I the goodness tell,
Father, which Thou to me hast showed?
That I, a child of wrath and hell,
I should be called a child of God,
Should know, should feel my sins forgiven,
Blessed with this antepast of Heaven!
３．And shall I slight my Father’s love?
Or basely fear His gifts to own?












を定着させ , 伝えていくのか , ウェスレーが讃美歌に見





“And can it be”
１．And can it be that I should gain
An interest in the Savior’s blood?
Died He for me, who caused His pain—
For me, who Him to death pursued?
Amazing love! How can it be,
That Thou, my God, shouldst die for me?
Amazing love! How can it be,
That Thou, my God, shouldst die for me?
２．’Tis mystery all: th’Immortal dies:
Who can explore His strange design?
In vain the firstborn seraph tries
To sound the depths of love divine.
’Tis mercy all! Let earth adore,
Let angel minds inquire no more.
’Tis mercy all! Let earth adore;
Let angel minds inquire no more.
３．He left His Father’s throne above
So free, so infinite His grace—
Emptied Himself of all but love,
And bled for Adam’s helpless race:
’Tis mercy all, immense and free,
For O my God, it found out me!
’Tis mercy all, immense and free,
137
He sets the prisoner free;
His blood can make the foulest clean,
His blood availed for me.
5．He speaks, and, listening to His voice,
New life the dead receive,
The mournful, broken hearts rejoice,
The humble poor believe.
6．Hear Him, ye deaf; His praise, ye dumb,
Your loosened tongues employ;
Ye blind, behold your Savior come,
And leap, ye lame, for joy.
7．In Christ your Head, you then shall know,
Shall feel your sins forgiven;
Anticipate your heaven below,
And own that love is heaven.
8．Glory to God, and praise and love
Be ever, ever given,
By saints below and saints above,
The church in earth and heaven.
9．On this glad day the glorious Sun
Of Righteousness arose;
On my benighted soul He shone
And filled it with repose.
10．Sudden expired the legal strife,
’Twas then I ceased to grieve;
My second, real, living life
I then began to live.
11．Then with my heart I first believed,
Believed with faith divine,
Power with the Holy Ghost received
To call the Savior mine.
12．I felt my Lord’s atoning blood
Close to my soul applied;
Me, me He loved, the Son of God,
For me, for me He died!
13．I found and owned His promise true,
Ascertained of my part,
My pardon passed in heaven I knew
When written on my heart.
14．Look unto Him, ye nations, own
Your God, ye fallen race;
Look, and be saved through faith alone,
Shall I, the hallowed cross to shun,
Refuse His righteousness to impart,
By hiding it within my heart?
４．No! though the ancient dragon rage,
And call forth all his host to war,
Though earth’s self-righteous sons engage
Them and their god alike I dare;
Jesus, the sinner’s friend, proclaim;
Jesus, to sinners still the same.
５．Outcasts of men, to you I call,
Harlots, and publicans, and thieves!
He spreads His arms to embrace you all;
Sinners alone His grace receives;
No need of Him the righteous have;
He came the lost to seek and save.
６．Come, O my guilty brethren, come,
Groaning beneath your load of sin,
His bleeding heart shall make you room,
His open side shall take you in;
He calls you now, invites you home;
Come, O my guilty brethren, come!
７．For you the purple current flowed
In pardons from His wounded side,
Languished for you the eternal God,
For you the Prince of glory died:
Believe, and all your sin’s forgiven;
Only believe, and yours is Heaven
“Oh for the thousand tongues to sing”
1．O for a thousand tongues to sing
My great Redeemer’s praise,
The glories of my God and King,
The triumphs of His grace!
2．My gracious Master and my God,
Assist me to proclaim,
To spread through all the earth abroad
The honors of Thy name.
3．Jesus! the name that charms our fears,
That bids our sorrows cease;
’Tis music in the sinner’s ears,
’Tis life, and health, and peace.
4．He breaks the power of canceled sin,
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１「ジョンによるモラビア教徒たちの『讃美の時間』に
Be justified by grace.
15．See all your sins on Jesus laid:
The Lamb of God was slain,
His soul was once an offering made
For every soul of man.
16．Awake from guilty nature’s sleep,
And Christ shall give you light,
Cast all your sins into the deep,
And wash the Æthiop white.
17．Harlots and publicans and thieves
In holy triumph join!
Saved is the sinner that believes
From crimes as great as mine.
18．Murderers and all ye hellish crew
In holy triumph join!
Believe the Savior died for you;
For me the Savior died.
19．With me, your chief, ye then shall know,
Shall feel your sins forgiven;
Anticipate your heaven below,
And own that love is heaven.
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け 1735 年 10 月４日に出発したものの , 途中何度もひ
どい嵐に遭遇した。しかしそのような嵐の中でも , 同
船していた 26 名のモラヴィア教徒たちは動揺するこ




彼 ら の 讃 美 歌『 フ レ イ リ ン グ ハ ウ ゼ ン 歌 集
Freylinghausen Gesangbuch』を学ぶようになったと
いう（山本 2012, 28）。
６ John Wesley, Select Hymns with Tunes Annext: 
Designed Chiefly for the Use of the People Called 
Methodists , 1st ed., London,1761
７Ibid. 同前
８「組会」は , メソディストの社会的・連帯的構造の要
であり ,（メソディスト）運動の組織運営において , ま
たその信仰活動安定化への試みとして , ウェスレーの
組織運営原理の１つである。
９「神の選びは条件付きであり , 信ずる者が選ばれるの
であること。キリストの贖いは特定の人のためではな
く , すべての人のためであること。回心の経験の必要
なこと。一度救われた者も救いから落ちる可能性のあ
ることなどを認めるものである。」畑野基『フリーメソ
ジストの信仰』伸教団設立 20 年記念事業実行委員会
